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平成22年度第 l回（通算29回）の国立病院機構熊

本医療センタ ー開放型病院連絡会が、来る 9月2日

（木曜）午後 7時より、熊本県民交流館パレアホ ー

ル（鶴屋東館10階）で開催されることになりました。

総会ではミニレクチャー l題、病院からのお知らせ、

総合討論などを企画させて頂きました。そのあと 7

階鶴屋ホールにおきまして意見交換会も予定してお

ります。多数のご参加を頂きますようご案内申し上

げます。看護部門、事務部門、MSWの方などのご

参加も歓迎いたします。出席の返事を出されていな

い先生方もぜひご参加下さい。

当日、会場にて新規登録医の受付もできます。ご

希望の先生は会場受付でお申し付け下さい。

（副院長河野文夫）

第29.回国立窮院機構熊本医療センター開放型病院連絡会

日時： 平成22年 9月2日（木〉午後 7時00分～

会 場： 熊本県民交流館パ レアホール （鶴屋東館10階）

内容： 総 会

1. ミニレクチャー 「新しい糖尿病薬インクレチン関連薬の特徴と使い方」

国立病院機構熊本医療センター糖尿病 ・内分泌科医長豊永哲至

2 .病院か らのお知らせ

3 .総合討論

鶴屋東館 7階 鶴屋ホール

【参加申込先】 国立病院機構熊本医療センター管理課

電話 096 -353 -6501内線5690C高倉 ・横尾）

住所干860-0008熊本市二の丸1-5

意見交換会

最新の知識・医療技荷と礼節をもって、

良質で安全な医療をι目指します。

ー彊書置E量
1 良質で安全な医療の提供

2 政策医療の推進

3.医療連携と救急医療の推進

4 教育・研修・臨床研究の推進

5.国際医療協力の推進

6.健全経営
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「君といつまでもj

医療法人ましき会

益城病院

農事長犬飼邦明

まずは国立熊本医療センタ ーのリ ニュー アルオ ー

プンおめでと うございます。

お招きいただき、新装なった病院に初めて足を踏

み入れ、晴れ晴れとしたスタッフの皆様の笑顔に迎

えられた時、とても懐か しい思いがしました。顔ぶ

れや施設は変わっても、日を閉じる と以前と同 じ空

気や香りが漂っていました。懇親会の席で、阿部先

生と同席させていただき ました。周囲を見回すとあ

ちこちにお世話になっ た先生方や看護師さんの姿が

あり、二の丸会のメンバーである ことが誇ら しくな

りましfこ。

いまや「国立」は、押しもおされもしない精神科

救急医療のメッ カであ ります。渡辺健次郎、山下建

昭両医長はじめ全ス タッフは 「断らない救急」を目

標に大きく変貌しました。時間外救急の他、自傷行

為や自殺企図、身体合併症の悪化など民間病院では

対応困難なケースの大半を受け入れていただいてい

ます。 2009年の日本病院会医学会（学会長 ：宮崎久

義前院長）精神科救急シンポでは、他の演者から燃

え尽きや壮絶な戦死をあやぶむ声が出ていたほどです。

私は昭和58年から 2年間研修医として「国立」で

過ごしました。麻酔科、内科、神経精神科の修練を

受けましたが、感動的な初体験の連続でした。各科

の先生方がとても仲がよく 、医局も看護部も事務も

薬局も検査も、みな分け隔でな く付き合っていま し

た。忘年会の幹事、花見の場所取り、女子駅伝のカ

ンパ集めや寒風の中の応援、釣りクラフpや餅っき等々

やらされましたが、全て光野利英先生の 「あんたが

せなんたい」のひと言によるものでした。 当時、野

田秀樹先生と共に連れて行っていただいた梅鉢や

VINVINやサンルイや瓢六は30年たった今でも行き

つけの店です。

私の病院も精神科の臨床研修指定病院になり 、済

生会、中央、市民、熊大の各病院から研修医が廻っ

てき ます。自分がそうであったようになるべく飲み

方に連れ出し、医師以外のスタッフとの付き合いを

大事にするように伝えております。仮に私の指導医

は誰か ？と問われたら 「自分の指導医は国立の各先

生方」と、 胸を張って答えるでしょう。そんな青春

の一頁を提供いただいた ことに感謝します。

（追）つい先日、中村 弘先生の突然の言卜報に接し

ました。本丸会の創始者であり、いつも暖かい言葉

をかけていただいた先生の面影が浮かびます。 この

紙面を借りて謹んで哀悼の意を表したいと思います。

幅 員1c・.-• .-•. ii品亘函c:＇玩1面＇ i晶園画面c~c=;i正面白1画面正面両市·cai"ii面面11[1

Ill・・・・・・開泌筋肉＠費動酬をご量買j軍事切
日頃、多くの患者様をご紹介頂きまして誠に有り難うございます。紹介患者様の待ち時聞を短くするために

FA×紹介で時間予約ができます。月から金の巴勤帯です。

当院のFA×紹介用紙に受診希望日を入れてお送り下さい。担当者が力ルテを作成し希望日に時間予約を取り

ましてFA×にて返信致します。是非、 FA×紹介での受診日の指定と時間予約制をご活用して頂き、患者様の待

ち時間短縮にご協力下さい。よろしくお願い申し上げます。

FA×の紹介用紙は、電話 （代表 096353-6501 内線 2360）またはFA×（医事 096323 7601）でご請求頂

きますと、 直ちにFA×lこてお送り致します。また、後ほど改めてFA×紹介用紙を郵送致します。

ホームページからもタウ ンロード出来ます。

国立病院機構熊本医療センターホームページアドレス http://www.nho-kumamoto.jp/index.html 

（経営企画室長中村敦）
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血液浄化センタ一入口 （5西病棟内）

血液浄化センタースタ ッフ

透析室

腹膜透析室

糖尿病患者の増加と高齢者の増加に伴い、全国的に透析患者が増加しており 、国民400人に 1人が透析を受けて

いる現状であります。当院における透析件数も右肩上がりに増加の一途をたどっており、旧病院では10床であった

透析室ベッド数を、新病院では20床に増床して対応しております。高齢で体力が低下した患者さまや、精神疾患合

併の患者さまが、少しでも透析中の苦痛やつらさが軽くなるようにスタッフ一丸となって取り組んでおります。

また、高齢者や心機能低下者に優しいと言われている腹膜透析にも真剣に取り組んでおります。新病院では専用

の腹膜透析室を設置し、旧病院時代には皆無であった腹膜透析患者さんが現在ではすでに10名以上にのぼり、元気

に家庭で腹膜透析を続けておられます。

腹膜透析を始めるためには、保存期慢性腎不全の早期のうちに

専門医に御紹介いただく必要があります。熊本市が中心となって

取り組んでいるCKDC慢性腎臓病）対策が功を奏して、早期に御

紹介いただく患者様が増えてきたことが、腹膜透析という第二の

選択肢を選択できるようにな った一つの誘因と思われます。最終

的にはCKDをさらに早期に治療し新しく透析を始める患者さまが

ゼロになることが目標です。先生方には何かとお世話になること

遺析件数推移

4.493 
4.720 

4.129 

認
掌
専
憎

12年度 1持度 1碑度 1時度 1昨度 17年度 1昨度 1昨度四年度昨度 ｜も多いと思いますが、よろしくご協力をお願いいたします。

透析件数推移表 （血液浄化センタ 一長富田 正郎）
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201,0 

診箆穂留命（28)

糖尿病・内分泌内科

部長

東輝一朗
内科一般、内分泌・代謝一般、
糖尿病
日本内科学会認定医

日本内科学会指導医

日本内分泌学会内分泌 ・代謝科専門医

日本内分泌学会内分泌 ・代謝科指導医

日本糖尿病学会専門医

日本人間ドック学会人間ドック認定医

日本人間ドック研修関連施設指導医

日本医師会認定産業医

日本内科学会九州地方会評議員

日本内分泌学会九州地方会評議員

日本内分泌学会代議員

臨床修練指導医

臨床研修指導医

国際医療福祉大学大学院特任教授

日本糖尿病協会療養指導医

医長

豊 永哲至
内科一般、糖尿病、脂質代謝、
内分泌・代謝一般
日本内科学会認定医

日本内科学会指導医

日本糖尿病学会専門医

日本糖尿病学会研修指導医

日本医師会認定産業医

日本人間ドック学会員

日本糖尿病学会学術評議員

日本内分泌学会代議員

日本内分泌、学会九州地方会評議員

日本病態栄養学会評議員

日本体質医学会評議員

熊本大学医学部臨床教授

熊本大学医学部非常勤務師

日本糖尿病協会療養指導医

診療内容・特色

平成21年 9月より内分泌 ・代謝内科から糖尿病 ・内

分泌内科へ診療科名を変更しました。

平成21年度の入院患者は319名で、糖尿病では 2型

糖尿病166名、妊娠糖尿病26名、 l型糖尿病18名、糖

尿病性ケトアシドーシス 8名、高浸透圧高血糖症候群

7名でした。内分泌疾患では、パセドウ病 6名、原発

性アルドステロン症 5名、甲状腺機能低下症 4名、続

発性副腎機能低下症 4名、非機能性副腎腫虜 3名、

SIADH 3名、原発性副甲状腺機能冗進症 2名、クッ

シング症候群 l名、亜急性甲状腺炎 l名、末端肥大症

l名、インス リノ ーマ1名、汎下垂体機能低下症 1名

でした。

( 4) 

教育研究

医師

児玉章子

内科一般、内分泌・代謝一般、
糖尿病、救急医療

日本医師会認定産業医

日本内科学会員

日本糖尿病学会員

日本内分泌学会員

日本救急医学会

医師

島川明子
内科一般、糖尿病、
内分泌・代謝一般

日本内科学会員

日本糖尿病学会員

日本内分泌学会員

教育 ・研修施設としては平成 9年より日本糖尿病学

会認定施設、平成16年より日本内分泌学会認定教育施

設、平成21年より日本人間ドック研修関連施設に認定

されています。

平成12年より毎月地域の先生方と一緒に糖尿病の勉

強会（三木会）を行っています。この会は、日本医師

会生涯教育講座1.5単位、日本糖尿病療養指導士認定

更新のための研修単位（ 2群） 0.5単位を取得出来ます。

特色

糖尿病 ・内分泌内科は、糖尿病を中心に脂質異常症、

甲状腺疾患、副甲状腺疾患および副腎疾患などを対象

に診療を行っています。糖尿病血糖コントロ ール・ 教

育 (10日間）、イ ンスリン導入（ 3日間入妊娠糖尿病、

低血糖など多くのクリテイカルバスを用いて治療を行っ

ています。

ご案内

外来は、月曜日から金曜日まで毎日行っています。

糖尿病教育は、医師、看護師、管理栄養士、薬剤師、

臨床検査技師、理学療法士がチ ームを組んで取り組ん

でいます。

年に 3回（ 3月、 6月、 10月の第三水曜日〉の大規模

な糖尿病教室（この時試食会を行っています）と週に

2回、通常の糖尿病教室（やさしい糖尿病教室）を行っ

ています。糖尿病教室への参加は自由です。

糖尿病教室運営委員会編改訂 3版 「わかりやすい糖

尿病教室テキスト 」（じほう）の重版を平成22年 4月

に出版しました。糖尿病の日常診療に御活用頂ければ

うれしく思います。
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いま、国立病院機構
熊本医療センターで
何が研究されているか

救命救急 ・集中治療部では様々な臨床研究を行って

います。その一部をご紹介します。

特に遠隔医療の分野には力を入れており 、救急患者

の病院前診療の高度化に関する研究では日本をリ ー ド

する成果をあげており 、日本初の広域遠隔救急医療シ

ステムを熊本から発信して行きたいと考えています。

また治験に関しましでも、日本で最も多くの国際共同

治験を行っています。現在も新セプシス治療薬の国際

共同治験へ向けて日本での第E相試験を行っております。

・次世代型モバイルテレメディシンシステムの開発と

広域遠隔救急医療体制への応用研究．

モパイルテレメディシンシステムは救急車内に設置

されたテレビカメラと 12誘導心電図により、プレホス

ピタルの患者情報をいち早く病院へ伝送することによ

り超急性期医療から高度医療までの連続した情報ネッ

トワ ークの構築を目指す新医療システムであります。

現行のモパイ ルテレメディシンシステムを改良した次

世代モパイルテレメディシンシステムを開発し、プロ

トタイプによる実証実験を行います。また、熊本県の

すべての三次救急医療機関で情報の受け入れができる

体制を構築します。

・血中プロカルシ卜ニン値による外因性救急病態の評

価・

本研究は国立病院機構他施設共同研究として、内因

性病態である重症感染症 ・敗血症の重要なマーカーと

なっている血中プロカルシト ニン（PCT）が外因性

病態で上昇するのかどうかを調査します。その結果、

種々のサイトカインが上昇する重症外因性病態でも

PCTが上昇す る可能性があり、重症度 ・予後を予測

する因子になりえる可能性について検討します。

・自然災害による広域災害時における効果的な初動期

医療の確保及び改善に関する研究・

本研究は厚生労働省研究委託事業として、自然災害

による広域災害時における、消防との連携のガイドラ

インの策定、情報システムと連携した災害カルテの開

発、域内 ・域外搬送のガイドラインの策定、広域医療

搬送開始前の救命活動における戦略の提示と域外拠点

の活動ガイドラインの開発、航空機災害対応も含んだ

航空拠点の活動ガイドライン、 トリアージの手法とタッ

グの改善案の提示、広域災害救急医療情報システム

(EMIS）と連携した病院内情報システムの開発、研

修の見直し、指揮命令系統も含めたDMAT活動要領

の改訂、DMATの自己完結性を補完する ロジスティッ

ク拠点の運営ガイドライン、マニュアルの開発、医師

会、日本赤十字社、国立病院機構等の関係機関との連

携ガイドラインの策定を行います。

.AZD9773第 E相臨床治験．

TNFαを標的とする ヒツジ由来ポリクロ 一ナノレFab

断片による日本人重症セプシス患者及びセプティック

ショック患者を対象とした第E相多施設共同臨床試験

を行っています。対象は重症の敗血症の患者様です。

この結果により、第E相国際共同治験が予定されてい

ます。

ホームべーラをご刷用下さい。診療、研修、研究なと情報満載です。 三J

くまびょうNEWS55号から継続して掲載されています。 ノ

国立病院機構熊本医療センターホームページアドレス http', //www.hosp.go.jp／～knh/ 
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こんにちは。研修医 1年目の福田真世と申します。

4月から研修が始まり、早くも 4か月が経ちました。

自分の知識不足を思い知らされる毎日ですが、多くの

方から様々なことを学ばせていただいており、充実し

た研修生活を送っております。

私は救急部から研修が始まり、腎臓内科を回り、次

は麻酔科でお世話になります。

救急部では、ルート 確保、血液ガス採血、気管内挿

管、中心静脈カテーテル挿入などといった多くの手技

を学ばせていただきました。自分ができないときには

先生方が丁寧にご指導してくださり 、なぜ自分ができ

なかったのかをフィ ードパックできました。治療の侵

た田

医
立
官
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次
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こんにちは、研修医 l年目の音田淳と申します。気

がつけば、もう研修期間も 4か月が経過し、二つの診

療科の研修が終わってしまいました。次々に、学ぶべ

きこと、身につけるべきことにぶつかつては、四苦八

苦する毎日を送っております。

私の研修は、循環器内科から始まりました。本当に

何もわかっていなかった私は、身体所見の取り方を学

ぶところからスター卜しましたが、一方で、急性心筋

梗塞の心臓カテーテル治療に触れるなど、専門的な内

容についても学んでいくことになりました。実際のと

ころ、研修を始めるにあたって準備不足だった私とし

ましては、先生方の指導を十分に吸収しきることはで

きませんでしたが、その分だけ何をするにしても真新
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襲の強いことが多いため、常に患者様への配慮を忘れ

ないということも学ぶことができました。救急外来で

は重症から軽症まで様々な患者様の救急処置に携わり、

病棟では重症な患者様が多く人工呼吸器管理や輸血、

血液透析、血祭交換を行うこともありました。毎日変

化が多く、貴重な経験をさせていただきました。

腎臓内科では毎朝透析患者様のシャント穿刺を行い、

PTAや腎生検、シャント形成術の助手をさせていた

だくなど、患者様の治療に直接関わることで多くの良

い経験をさせていただきました。また、自分が担当医

となることで患者様に対する責任や、どのようにすれ

ば患者様と良好な関係が築けるのかなどといった医師

にとって重要なことを学ばせていただきました。医師

となって初めて行うことや初めて知ることもあり、 上

手くいかないことも多いですが、周りの皆様にいつも

支えられております。これまでの経験やこれから経験

していくことを大切にし、更に医師としての自覚を持っ

て積極的に医療に携わっていこうと思います。ご迷惑

をおかけすることが多いと思いますが、ご指導ご鞭捷

の程、よろしくお願い申し上げます。

しく 、興味を持って日々の研修を過すことができまし

た。指導医の先生につきましては、一つの診療科とし

て学ぶべきことを指導して頂くだけでなく、今後の研

修過程の送り方も含めて指導していただき、大変感謝

しております。

2つ自の診療科としては、救命救急部にて学ばせて

頂きました。救命救急部はこの病院の特徴を象徴する

ような診療科であり、日々多くの救急患者さんが受診

し、慌ただしい毎日を過ごしました。採血やルート確

保などの手技に始まり 、CVカテ ーテル挿入や気管内

挿管など様々な手技を学ぶことができ、また、多様な

症例の治療 ・診断に携わることができました。救急部

の先生方の忙しくも和気あいあいとした雰囲気のなか

で、楽しく研修を送ることができました。

まだまだ未熟な私ではありますが、精一杯、研修生

活を過していこうと思っております。ご面倒をかける

ことも多いとは思いますが、どうぞご指導・ご鞭提の

F呈よろしくお原買いします。

( 6) 
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． ． 研修のご案内 ー． 
｜第65回特別講演（無料） ｜日時砂平成22年 9月 8日（水）19 : 00～20: 30 

［日本医師会生涯教育講座1.5単位認定］ ｜ 場所砂国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター．． 
座長国立病院機構熊本医療センタ ー統括診療部長 野村一俊

「高齢化社会におけるロ コモティブシンドロームについて」

熊本大学大学院生命科学研究部運動骨格病態学教授 水田 博志先生

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ ー TEL 096-353-6501 （代表） FAX 096-325-2519 

l第 140回月曜会（制） ｜
（内科症例検討会） ｜ 

［日本医師会生涯教育講座1.5単位認定］ ｜ 

1.胸部レントゲン読影

2.持ち込み症例の検討

日時砂平成22年 9月13日（月） 19 : 00～20 : 30 

場所砂国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター

3. 症例検討「自然経過で発症した牌梗塞の一例」 国立病院機構熊本医療センタ ー消化器内科 尾上公浩

4. ミニレクチャ ー 「肺高血圧について」 国立病院機構熊本医療センタ ー循環器内科 平田 快紘

日頃、疑問の症例、興味のある症例、X線、心電図、その他がございましたら、ご持参いただきますようお願い

致します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センター研修部長清川 哲志 TEL: 096-353-6501 （代表） FAX : 096-325-2519 

I ~~~f：三木会（制）訪 高脂血症、高血圧を語る会）

［日本医師会生涯教育講座 1.5単位認定］

［日本橋原病療養指導士認定更新のための研修単位＜2群＞0.5単位認定］

1.「低ナ トリウ ム血症の 2例」

日時砂平成22年 9月16日（木） 19 : 00～20 : 45 

場所砂国立病院機構熊本医療センタ一研修室2

国立病院機構熊本医療センタ ー糖尿病・内分泌内科 島川明子、楊拓也、児玉章子、高橋毅、豊永哲至、東輝一朗

2. 「インクレチン関連薬」

国立病院機構熊本医療センター糖尿病 ・内分泌内科 豊永哲至、楊拓也、島川明子、児玉章子、高橋毅、東輝一朗

なお、興味のある症例、疑問 ・質問のある症例がございましたら、お持ちいただきますようお願い致 します。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ ー内科部長東 輝一朗 TEL 096-353-6501 （代表）内線5705

ト第四症状・疾患別シリーズ（会員制） 日時砂平成22年 9月18日（土） 15 : 00～17 : 30 

I ［日本医師会生涯教育講座2.5単位認定］ ； 場所砂国立病院機構熊本医療センタ 地域医療研修センター

座長 ：熊本市医師会 立石徳隆先生

演題：「呼吸器疾患におけるステロイド剤の使い方」

1.気管支端息 熊本中央病院副院長 吉永健先生

2.間質性肺炎 済生会熊本病院呼吸器科部長 菅守隆先生

3. ARDS・敗血症 国立病院機構熊本医療センタ ー呼吸器内科医長 柏原光介

この講座は有料で、 年間10回を 1シリ ーズ（年会費10,000円〉 として会費制で運営しています。但し、 1回だけ

の参加を希望される場合は l回会費2,000円で参加いただけます。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療セン タ一 地域医療研修センタ ー事務局

TEL 096-353-6501 （代表）内線2630 096 353-3515 C直通） FAX 096-352-5025 （直通）

・・・・・・・・E - ー圃圃圃圃圃E

日時砂平成22年 9月22日（水） 18 : 30～20: 00 

場所砂国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センター｜第！＿07回救急症例検討会（無料） ［

症例検討 「四肢外傷」
国立病院機構熊本医療センタ ー整形外科部長 橋本伸朗

救急救命士、救急隊員を含めた全ての医療従事者を対象とした症例検討会です。

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センタ一事務局 TEL096-353-6501 （代表）内線2630 096 353-3515 （直通）

日時砂平成22年 9月29日（水） 19 : 00～21 : 00 

場所砂国立病院機構熊本医療センタ一地域医療研修センターー27白 熊本がんフォーラム（無料1
座長 川野病院院長 川野尚先生

「腸脱癌をやっつける ！一熊本医療セン ター泌尿器科の治療戦略 」

国立病院機構熊本医療センタ ー泌尿器科医長 菊川 浩明

その他、 一般演題を数題準備しています

〔問合せ先〕 国立病院機構熊本医療センター臨床研究部長芳賀克夫 TEL : 096-353-6501 （代表）内線2630 096 353-3515 （直通）

C 7 ) 
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9月 研修センターホール 研 ｛彦 室 そ の 他

1目 （，）＜） 17:00～18:30 血液形態カ ンファレンス C 2 
17:30～19:00 消 化器疾患カンファレンス Cl 
7:50～ 9:00 箆形外科症例検討会 C 1 

2日 同
17:00～19:00 循環器カンフ ァレンス 6 ,t 
17:30～19:00 超音波カンファレンス F肖
18:00～19:00 糖尿病 ・内分泌内科カンフ ァレンス C 2 
8:00～8:30 麻酔科症例検討会 手

3日 掛 8:00～9:00 消化器病研究会 Cl 
17:00～21:00 救急部カンファレンス C 2 

4日比｝
9 00～12 00 楽しく学ぶ研修

「がん看護とwoeの視点からみた口腔ケァ」

8:00～8:30 MGH症例検討会 Cl 
6自国） 16:00～18:00 泌 尿器科病棟カ ンファレンス 5西

17:00～18:00 小児科カ ンファレ／ス 6西
15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 

7日 ω 15:00～18:00 外科術前術後症例検討会 Cl 
18:00～21:00 救急部カンファレンス C 2 

19 00～20・30 第65回特別院漬 17:00～18:30 血液形態カンフ ァレンス C 2 
［日本医師会生涯教育鴎座1五単位箆定］ 17:30～19:00 消化器疾患カ ンファレンス Cl 

座長 国立病院機構熊本医療センタ一統括惨療部長
B目 。，J<) 野村一俊

「高齢化社会におげるロコモティブシンドロームについてJ

熊本大学大学院生命科学研究部運動骨格病態学教授

水田博志
19 00～20 30 熊本県臨床衛生検査技師会 7:50～ 9:00 盤形外科症例検討会 Cl 

9日 附
一般検査研究班月例会 17:00～19:00 循環器カンファレンス 6 ,t 

17:30～19:00 超音渡カンファレンス J同
18:00～19:00 穂尿病 ・内分泌内科カ yファレンス C 2 
8:00～8:30 麻酔科症例検討会 手

10日 働 8:00～ 9:00 消 化器病研究会 Cl 
17:00～21:00 救急部カンフ ァレンス C 2 

11日 出
14 DD～16 DD 第224回滅菌消毒法講座

「一次処理の中央化と感染対策」 愛知厚生辿海南病院医療安全管理部 品崎 主主
19・00～20・30 第140（ヨ月曜会（内科症例検討会） 8:0D～ 8:30 MGH症例検討会 CI 

138 I.月） ［日本医師会生涯教育鴎座単位毘定］ 16:DD～18:DO 泌 尿器 科病棟カンフ ァレンス 5芭
17:DD～18:DD 小児科カンフ ァレンス 6西
15:00～16:3D 血液病懇話会 C 2 

14日 （刈 15:0D～18:3D 外科術前術後症例検討会 Cl 
18:DD～21:DD 救急部カンファレンス C 2 
18:30～21:00 泌尿器科 ・放射線科合同ウログラム CI 

15日 （ll<) 17:DD～18:3D 血液形態カンファレンス C 2 
17:30～19:0D 消化器疾患カンファレンス Cl 叩・00～20:45 第109回ニ木会 （研 2) 7:50～ 9:00 整形外科症例検討会 Cl 

16日 附
（棒尿病、脂質異常症、高血圧を語る会） 17:00～19:00 循環器カンファレンス 6 ,t 

［日本医師会生涯教育講座単位 包定］ 17:30～19:00 超音波カンファレンス r肖
［日本電車集車聾指導士由i'.I訴のための研修単位＜ 2瞥＞0.5単位固定］ 18:00～19:00 糖尿病 ・内分泌内科カンファレンス C 2 

8:00～8:30 麻酔科症例検討会 手
17日樹 8:00～9:00 消化器病研究会 CI 

17:00～21:0D 救急部カンファレンス C 2 
15 00～17 30 第 5回症状・疾患別シリ ーズ

［日本医師会生涯教育情座2.5単位毘定］

座長 熊本市医師会 立石徳隆

「呼吸器疾患におげるステロイド剤の使い方j

1.気管支嶋怠
18日 出 熊 本 中 央 病 院 副 院 長 吉永 健

2. 間震性肺炎
済生会熊本病院呼吸器科部長 菅 守隆

3. ARDS・敗血症

国立病院機構熊本医療センター呼吸器内科医長

柏原光介

15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 
21日 ω 15:0D～18:00 外科術前術後症例検討会 Cl 

18:0D～21:00 救急部カンファレンス C 2 

22日 Qi<)
18・30～20:00 第107回救急症例検討会 17:00～18:30 血液形態カンフ ァレンス C 2 

『園陸外傷J 17:30～19:00 消化器疾患カンファレンス Cl 
8:0D～8:30 麻酔科症例検討会 手

24日掛 8:0D～9:00 消化器病研究会 Cl 
17:0D～21:0D 救急部カンファレンス C 2 

9・30～16: 00 第27回ナースのための心電図セミナー
〈構演〉心電図の基礎 国立病院機構熊本医療センター循環器内科医長宮尾雄治

各種心疾患における心電図 国立病院機構熊本医療センター循環器内科医長藤本和鯨

25日 出
不整脈 末藤内科循環器科院長 末藤久和

〈実習〉心電計の取り扱い方 国立病院機構熊本医療センター循環器内科医長藤本和甥

国立病院機構熊本医療センター循環器内科 古賀英信

国立病院機構熊本医疲センター循環器内科 本多 回目
目立病院機嫌熊本医療センター循環器内科 平田快紘

8:0D- 8:30 MGH症例検討会 CI 
27目白） 16:00～18:00 泌 尿器科病棟カンファレンス 5西

17:00～18:00 小児科カンフ ァレンス 6西
18 30～20 30 血液研究班月例会 15:00～16:30 血液病懇話会 C 2 

28日 ω 15:00～18:00 外科術前術後症例検討会 Cl 
18:00～21:00 救急部カンファレンス C 2 

19・00～21 00 第27田熊本がんフ才一ヲム 17:00～18:30 血液形態カンファレンス C 2 
座長川野病院院長 川野 尚 17:30～19:00 消化器疾 患カンファレンス CI 

29目 。rt) 「勝脱癌をやっつげる！

一熊本医療センター泌尿器科目治療戦略ーJ

国立病院機構熊本医療センタ一治尿器科医長

菊川浩明

18 30～20 00 日本臨床細胞学会熊本県支部研修会 19 00～21 OD 熊本脳神経疾患懇話会 7:50～ 9:00 盤形外科症例検討会 Cl 

30日 側
17:00～19:00 循環器カンフ ァレンス 6jヒ
17:30～19:00 超音波カ ンフ ァレンス I肖
18:00～19:DD 糖尿病 ・内分泌内科カンファレンス C 2 

研 1～3 2階研修室 l～3 C 1・2 3階カンファレン スルーム 1・2 5西 5階西病棟 6西 6階西病棟 6北 6階北病棟 消 消化器病センタ一読影室 手 手術室

問い合わせ先 干860-0008 熊 本市二の丸 l番5号 国立病院機構熊本医療センタ－ 2階地域医療研修センター

TEL 096-353-650! （代）内線2630 096-353-3515 （直通）

C 8) 
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